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導入：収穫祭に隠された深い物語  

「収穫祭」と聞くと、多くの人は実りの秋に神の恵みを感謝する、心温まる祭事を思い浮かべるかもしれま
せん。しかし、聖書に記されている「初穂の祭り」は、単なる一度きりの収穫感謝祭ではありません。それ
は、古代イスラエルの民がエジプトでの奴隷生活から解放された「過越の祭り」から始まり、50日間にわ
たって続く、一つの壮大な霊的な旅路を描いた物語なのです。

この記事では、この50日間の旅を皆さんと共に紐解いていきたいと思います。捧げられる「穀物」が変化し
ていく様を通して、イスラエルの民が単なる解放された奴隷の集団から、神の民として成熟していく「成長
の物語」がいかに描き出されているか、その深い意味を探っていきましょう。

--------------------------------------------------------------------------------

1. 旅の始まり：大麦の初穂を捧げる日  

この霊的な旅は、エジプトからの劇的な脱出を祝う「過越の祭り」の最中に、最初の収穫物を神に捧げるこ
とから始まります。この物語の出発点は、まさに「肉体的な解放」そのものでした。この最初の捧げ物に
は、当時のイスラエルの民の状態を映し出す、重要な象徴が込められています。

素材は「大麦」 聖書の世界において、大麦は主に動物の飼料とされていました。人間の主食である小
麦と区別されるこの穀物は、民がまだ霊的に洗練されておらず、本能に近い、いわば「動物的」とも
言える素朴な状態にあったことを象徴しています。
状態は「焙煎した大麦粉」 この捧げ物は、収穫した穂をそのまま捧げるのではありませんでした。ミ
シュナー（ユダヤ教の口伝律法集）によれば、収穫された大麦は、脱穀、ふるい分け、火での焙煎、
そして製粉という一連の加工を経て、粉にされました。しかし、後に捧げられるパンと比べれば、こ
れはまだ単純な加工に過ぎません。人の手が加えられてはいるものの、それは自然の産物に近い、基
本的な捧げ物でした。

これら二つの特徴は、エジプトを出たばかりのイスラエルの民の霊的な状態を見事に象徴しています。彼ら
は奴隷生活からは解放されましたが、その内面はまだ成熟しておらず、神の民としての自覚も十分に育って
いませんでした。まるで動物の糧である「大麦」のように、粗削りで、本能的な段階にあったのです。

さらに、この捧げ物にはもう一つ深い意味があります。荒野を旅する間、民は奇跡的に天から降る「マナ」
によって養われていました。約束の地に入り、その奇跡的な供給が止んだ時、彼らが自らの労働による収穫
物を口にする前に行う最初の行為が、この大麦の捧げ物でした。これは、人の労働によって得られる糧でさ
えも、その根源においては神からの賜物であることを告白する行為です。奇跡的なマナから農業による収穫
へ。この捧げ物は、二つの異なる神の供給様式の間に神学的な橋を架け、神への信仰を新たな生活の土台と
して確立する儀式だったのです。

この捧げ物は、彼らが旅立つ出発点を示しています。この未熟な状態から、真の神の民へと成熟するため
の、長い準備期間がここから始まるのです。

--------------------------------------------------------------------------------
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2. 変容への49日間：「オメルを数える」期間  

大麦の捧げ物から次の捧げ物までの49日間は、単なる待ち時間ではありませんでした。この期間は「セフィ
ラット・ハ・オメル」（オメルを数えること）と呼ばれ、民が自らを聖めるための、極めて重要な霊的準備
期間と位置づけられています。

この期間の目的は、過越の祭りで得た「肉体的な自由」を、より高い次元の「霊的な使命を持つ民」へと昇
華させることでした。ラビ（ユダヤ教の教師）の伝承によれば、イスラエルの民はエジプトでの長い奴隷生
活の間に「49の不浄の段階」にまで沈んでいたとされます。それゆえ、オメルを一日、また一日と数えるこ
とは、その汚れを洗い清め、不浄の段階から一つずつ上昇していく過程を象徴していたのです。

解放された奴隷の集団が、神と聖なる契約を結び、神の律法（教え）を授かるにふさわしい共同体へと変え
られていく。そのために、この49日間の内面的な旅路は、彼らを練り清める「霊的なるつぼ」として、必要
不可欠なプロセスでした。

この一日一日の積み重ねを経て、民はどのように成熟した姿で神の前に立ったのでしょうか。

--------------------------------------------------------------------------------

3. 旅のゴール：小麦のパンを捧げる祭り（七週の祭り）  

49日間の霊的なるつぼを経て、旅は50日目にクライマックスを迎えます。この日は「七週の祭り（シャブ
オット, Chag HaShavuot）」と呼ばれ、イスラエルの民がシナイ山で神から律法（トーラー）を授けられた
ことを記念する、建国記念日とも言うべき日です。

この記念すべき日に捧げられたのは、旅の始まりの大麦粉とは全く異なる、「二つのパン」—ヘブライ語で
「シュテイ・ハ・レヘム」と呼ばれる捧げ物でした。その特徴を詳しく見ていきましょう。

素材は「小麦」 小麦は、人間の主要な食料です。動物の糧であった大麦から人間の糧である小麦への
変化は、民が霊的に成熟し、神の言葉である律法を理解し、それを命の糧として生きる民へと成長し
たことを象徴しています。
状態は「パン」 捧げられたのは、もはや単純な加工品ではありません。収穫、脱穀、製粉、ふるい分
け、油とパン種との混合、捏ね、そして焼成という、人間の高度な知恵と労働が注ぎ込まれた「パ
ン」です。これは、イスラエルの民が、単なる自然のままの集団から、律法という秩序と構造を持つ
「文化的な社会」へと変えられたことを力強く象徴しています。
特徴は「パン種入り」と「二つ」 この捧げ物には、さらに二つの驚くべき特徴があります。第一に、
聖書でしばしば罪や堕落の象徴とされるパン種（酵母）が、例外的に含まれている点です。これには
複数の深い解釈があります。不完全さを持つ人間性が、ありのまま神に受け入れられることを示すだ
けでなく、人間の持つ「悪しき衝動（yetzer hara）」でさえも、律法を通して聖なる目的のために用
いられる可能性や、神の民としての「聖化された誇り」を象徴するとも考えられています。 第二に、
パンが「二つ」であることです。これは、シナイ山で授けられた契約の「二枚の石板」や、あるいは
ユダヤ教の伝統における「成文律法」と「口伝律法」を象徴するという解釈が有力です。

このように、シュテイ・ハ・レヘムは、その素材、形態、特徴のすべてにおいて、神の民の成熟した姿を見
事に描き出しているのです。

--------------------------------------------------------------------------------

4. 一目でわかる！大麦と小麦パンが示す成長のステップ  
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特徴 旅の始まり（大麦の捧げ物） 旅のゴール（小麦パンの捧げ物）

捧げられる時 過越の祭り（肉体的な解放） 七週の祭り（霊的な使命の授与）

素材 大麦（動物の糧） 小麦（人間の糧）

状態 焙煎した大麦粉（単純な加工品） パン種入り小麦パン（文化の産物）

象徴する民の姿 霊的に未熟な状態 律法を受け取る成熟した状態

これまでの解説を、シンプルな表にまとめてみましょう。二つの捧げ物の違いを見比べることで、イスラエ
ルの民が遂げた成長のステップが、よりはっきりと見えてきます。

この表が示すように、初穂の祭りは、イスラエルの民が「自然」のままの状態から、神の律法という「文
化」を担う民へと変容した壮大な物語を、見事に描き出しているのです。

では、この数千年も前の古代の祭りは、現代を生きる私たちに何を語りかけているのでしょうか。

--------------------------------------------------------------------------------

結論：初穂の祭りが教える「成長」という祝福  

聖書の初穂の祭りは、単なる農耕儀礼ではありませんでした。それは、奴隷状態からの「解放」に始まり、
49日間の「準備期間」を経て、神聖な使命を担う民へと「成熟」していく、一つの壮大な成長の物語です。

大麦の粉から、人の手が加えられた小麦のパンへ。この変化が示す物語は、私たち一人ひとりの人生や信仰
生活にも、大切な真理を教えてくれます。それは、真の自由や使命は一夜にして得られるものではなく、
日々の積み重ねを通して、時間をかけて成長し、成熟していくことの尊さです。この古代の祭りは、成長そ
のものが神からの祝福であることを、私たちに静かに語りかけているのです。

 

 

この文章は下記のリソースの要約文です。

大麦から小麦へ、全人類から祭司の民へ：初穂の祭りにおける契約神学の類型論的考察

KANNO Kazuhiko / Gemini 2.5 Pro Deep Rsearch 2025.10.02

過越の祭りの中の安息日の翌日は初穂の日、大麦の初穂（生のまま）。その50日後は、七週の祭りで、小麦
の初穂の収穫（パンに焼いてささげる）。この二つは、アダムとノアに与えられた最初の契約とアブラハム
そしてモーセ、ダビデに与えらえた祭司の民の契約に該当するという見方はありますか？
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